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この式は中だるみの曲線で表わされるので, 溶存酸素垂下曲線 (Dissolved oxygen Sag
Curve)と称せられる｡





Da-9 9旦些 ]埋 立空をMs+M,
で表わされる｡
臨界点では脱酸素と再曝気は平衡に達する｡すなわち,
笠 - KIL- KBDc-0
従って Dc-老 LaX10-kllc







klは普通 0.1であり,k2 は河川の流れの状態によりことなるもので Tablelに示す如 く
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この排水が河川に放流された時,臨界点に達する日数,臨界点における酸素飽和不足量など
を考察するに当って,河川としてほさきに例として採った4)"A''(鴨川)流量 3.8m3/sec溶
存酸素量 (DO)4.8ppm,酸素飽和不足量 (Dα)4.4ppm,生物化学的酸素要求量 (BOD).


























∴ ‥-‥十 二 : I_ " _pu lp Produ ctionき25

































は SP排水の要望基準,380ppm は無処理 SP排水の BOD である｡
生産量 25ton/day,BOD8.Oppm の SP工場の排水が両河川に放流されたときの済存酸
素垂下曲線は Fig.1の如 くで,放流直後が Daは最高であって直ちに回復し始める｡ しか












tB"級の河川にあってほ,生産量 25ton/dayBOD 80ppm でも生産量, 100ton/day
BOD,150ppm でもさしたる変化はないのを認める｡
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Fig.1.oxygenSagCurve.
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Flow m3/sec 3.8 95
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How m3/S(!C 3.8 95
I_appm 13.4 2.9
Dappm 4.9 0 1.3 0




放流直後はなお tA'河にあっても DO は 4.0
ppm以上ではあるが1日目から6日目に至る間は
2.Oppm 以下となり,河川は全 く腐敗槽化するの










































① 鴨川級 (3.8m3/see)の河川にあってほ 25ton/day,BOD.80ppm.の工場排水の放流
が限界であり,











































4) 小林棲 :木材研究 22,43(1959)
5) 通産省繊維局紙業課 :tパルプ紙製造設備調書M紙パルプ聯合 (1954)
6) 清浦雷作 :用,廃水,2,1,53(1960) ;ll,12,8,53(1959)
7) B,F.Lueck,A･J･Wiley:SewageandInd･Wastes29,9,1054(1957)
-ll-
